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捨
て
ゝ
も
め
ぐ
る
世
の
中
は
。
〳
〵
。
心
の
隔
て
な
り
け

り
。

是
は
甲
斐
の
国
身
延
山
よ
り
出
で
た
る
沙
門
に
て
候
。
我

縁
の
衆
生
を
済
度
せ
ん
と
。
多
年
の
望
み
に
て
候
ふ
程
に
。

此
度
思
ひ
立
ち
廻
国
に
趣
き
候
。

何
処
に
も
。
住
み
は
果
つ
べ
き
雲
水
の
。
〳
〵
。
身
は
果

知
ら
ぬ
旅
の
空
。
月
日
程
な
く
移
り
来
て
。
所
を
問
へ
ば

世
を
厭
ふ
。
我
衣
手
や
住
の
江
の
。
里
に
も
早
く
着
き
に

「「「「「「

ワ
キ
次
第詞

道
行詞

シ
テ

ワ
キ
詞

け
り
。
〳
〵
。

急
ぎ
候
ふ
程
に
。
是
は
早
津
の
国
住
吉
に
着
き
て
候
。
あ

ら
笑
止
や
。
俄
に
村
雨
の
降
り
候
。
是
な
る
菴
に
宿
を
借

ら
ば
や
と
思
ひ
候
。
如
何
に
此
屋
の
内
へ
案
内
申
し
候
。

実
に
や
松
風
草
壁
の
宿
に
通
ふ
と
い
へ
ど
も
。
正
木
の
葛

来
る
人
も
な
く
。
心
も
澄
め
る
折
節
に
。
事
問
ふ
人
は
誰

や
ら
ん
。

是
は
無
縁
の
沙
門
に
て
候
。
一
夜
の
宿
を
御
借
し
候
へ
。
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実
に
〳
〵
出
家
の
御
事
。
一
宿
は
利
益
な
る
べ
け
れ
ど
も
。

さ
な
が
ら
傾
く
軒
の
草
。
埴
生
の
小
家
の
い
ぶ
せ
く
て
。

何
と
御
身
を
置
か
る
べ
き
。

よ
し
〳
〵
内
は
い
ぶ
せ
く
と
も
。
降
り
く
る
雨
に
立
ち
寄

る
方
な
し
。
唯
さ
り
と
て
は
借
し
給
へ
。

実
に
や
雨
降
り
日
も
呉
竹
の
。
一
夜
を
明
か
さ
せ
給
へ
と

て
。

早
此
方
へ
と
夕
露
の
。
葎
の
宿
は
う
れ
た
く
と
も
。
袖
を

「「「「「「「「

シ
テ
詞

ワ
キ

シ
テ

下
歌
地

上
歌

ワ
キ
詞

シ
テ
詞

ワ
キ

か
た
し
き
て
。
御
泊
り
あ
れ
や
旅
人
。

西
北
に
雲
起
り
て
。
〳
〵
。
東
南
に
来
る
雨
の
足
。
早
く

も
吹
き
晴
れ
て
。
月
に
な
ら
ん
嬉
し
や
。
所
は
住
吉
の
。

松
吹
く
風
も
心
し
て
。
旅
人
の
夢
を
覚
ま
す
な
よ
。
〳
〵
。

如
何
に
主
に
申
す
べ
き
事
の
候
。

何
事
に
て
候
ふ
ぞ
。

是
に
飾
り
た
る
太
鼓
。
同
じ
く
舞
の
衣
裳
の
候
ふ
不
審
に

こ
そ
候
へ
。
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実
に
よ
く
御
不
審
候
ふ
物
か
な
。
是
は
人
の
形
見
に
て
候
。

是
に
付
き
あ
は
れ
な
る
物
語
の
候
ふ
語
つ
て
聞
か
せ
申
し

候
ふ
べ
し
。

さ
ら
ば
御
物
語
り
候
へ
。

昔
し
当
国
天
王
寺
に
。
浅
間
と
い
ひ
し
伶
人
あ
り
。
同
じ

く
此
住
吉
に
も
富
士
と
申
す
伶
人
有
り
し
が
。
其
頃
内
裏

に
管
絃
の
役
を
争
ひ
。
互
に
都
に
上
り
し
に
。
富
士
此
役

を
賜
は
る
に
よ
つ
て
。
浅
間
安
か
ら
ず
に
思
ひ
。
富
士
を

「「「「「「
シ
テ

ワ
キ

シ
テ

ワ
キ

シ
テ

ワ
キ

あ
や
ま
つ
て
討
た
せ
ぬ
。
其
後
富
士
が
妻
夫
の
別
れ
を
悲

し
み
。
常
は
太
鼓
を
打
つ
て
慰
み
候
ひ
し
が
。
そ
れ
も
終

に
空
し
く
な
り
て
候
。
逆
縁
な
が
ら
弔
ひ
て
給
り
候
へ
。

か
や
う
に
委
し
く
承
り
候
ふ
は
。
其
古
へ
の
富
士
が
妻
の
。

ゆ
か
り
の
人
に
て
ま
し
ま
す
か
。

い
や
と
よ
そ
れ
は
遥
か
の
古
へ
。
思
ふ
も
遠
き
世
語
の
。

ゆ
か
り
と
い
ふ
事
あ
る
べ
か
ら
ず
。

さ
ら
ば
何
と
て
此
物
語
。
深
き
思
ひ
の
色
に
出
で
ゝ
。
涙
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を
流
し
給
ふ
ぞ
や
。

な
ふ
何
れ
も
女
は
思
ひ
深
し
。
殊
に
恋
慕
の
涙
に
沈
む
を
。

な
ど
か
あ
は
れ
と
御
覧
ぜ
ざ
ら
ん
。

猶
も
不
審
は
残
る
な
り
。
形
見
の
太
鼓
形
見
の
衣
。
こ
ゝ

に
は
残
し
給
ふ
ら
ん
。

主
は
昔
に
な
り
行
け
ど
も
。
太
鼓
は
朽
ち
ず
苔
む
し
て
。

鳥
驚
か
ぬ
。

此
御
代
に
。

「「「「「「「「「「
シ
テ

ワ
キ

シ
テ

ワ
キ

シ
テ地

ワ
キ

ツ
レ

ワ
キ

二
人

住
む
も
か
ひ
な
き
池
水
の
。
〳
〵
。
忘
れ
て
年
を
経
し
物

を
。
又
立
ち
帰
る
執
心
を
。
助
け
給
へ
と
い
ひ
捨
て
ゝ
。

か
き
消
す
如
く
に
失
せ
に
け
り
。
（
中
入
）

そ
れ
仏
法
さ
ま
〴
〵
な
り
と
申
せ
ど
も
。
法
華
は
是
れ
最

第
一
。

三
世
の
諸
仏
の
出
世
の
本
懐
。
衆
生
成
仏
の
直
道
な
り
。

中
ん
づ
く
女
人
成
仏
疑
ひ
あ
る
べ
か
ら
ず
。

一
者
不
得
作
梵
天
王
。
二
者
帝
釈
三
者
魔
王
。
四
者
転
輪
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聖
王
。
五
者
仏
身
云
何
女
身
。

速
得
成
仏
。
何
疑
ひ
か
荒
磯
海
の
。
深
き
執
心
を
。
晴

ら
し
て
浮
び
給
へ
や
。
或
ひ
は
若
有
聞
法
者
。
〳
〵
。
無

一
不
成
仏
と
説
き
。
一
度
此
経
を
聞
く
人
。
成
仏
せ
ず
と

い
ふ
事
な
し
。
唯
頼
め
頼
も
し
や
。
弔
ふ
灯
の
影
よ
り
も
。

化
し
た
る
人
の
来
り
た
り
。
夢
か
現
か
。
見
た
り
と
も
な

き
姿
か
な
。

不
思
議
や
な
見
れ
ば
女
性
の
姿
な
る
が
。
舞
の
衣
裳
を
着

「「「「「
地

ワ
キ詞

シ
テ地

し
。
さ
な
が
ら
夫
の
姿
な
り
。

さ
て
は
有
り
つ
る
富
士
が
妻
の
。
其
幽
霊
に
て
ま
し
ま
す

か
。

実
に
や
碧
玉
の
寒
き
蘆
。
錐
嚢
に
脱
す
と
は
。
今
身
の
上

に
知
ら
れ
さ
ぶ
ら
ふ
ぞ
や
。
さ
り
な
が
ら
妙
な
る
法
の
受

持
に
逢
は
ゞ
。
変
成
男
子
の
姿
と
は
。
な
ど
や
御
覧
じ
給

は
ぬ
ぞ
。
然
ら
ば
御
弔
ひ
の
力
に
て
。

憂
か
り
し
身
の
昔
を
。
懺
悔
に
語
り
申
さ
ん
。
さ
る
に
て
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も
我
な
が
ら
。
よ
し
な
き
恋
路
に
侵
さ
れ
て
。
長
く
悪
趣

に
堕
し
け
る
よ
。
さ
れ
ば
に
や
。
女
心
の
乱
髪
。
ゆ
ひ
か

ひ
な
く
も
恋
衣
の
。
妻
の
形
見
を
戴
き
。
此
狩
衣
を
着
し

つ
ゝ
。
常
に
は
打
ち
し
此
太
鼓
の
。
寐
も
せ
ず
起
き
も
せ

ず
。
涙
敷
妙
の
枕
上
に
。
残
る
執
心
を
晴
ら
し
つ
ゝ
。
仏

所
に
至
る
べ
し
。
う
れ
し
の
今
の
教
へ
や
。

思
ひ
出
で
た
る
一
念
の
。

起
る
は
病
ふ
と
な
り
つ
ゝ
。
継
が
ざ
る
は
是
薬
な
り
と
。

「「「「「
シ
テ地

ロ
ン
ギ
地

シ
テ地

古
人
の
教
へ
な
れ
ば
。
思
は
じ
〳
〵
。
恋
忘
草
も
住
吉
の
。

岸
に
生
ふ
て
ふ
花
な
れ
ば
。
手
折
り
や
せ
ま
し
我
心
。
契

り
麻
衣
の
片
思
ひ
。
執
心
を
助
け
給
へ
や
。

実
に
面
白
や
同
じ
く
は
。
懺
悔
の
舞
を
か
な
で
ゝ
。
愛
着

の
心
を
捨
て
給
へ
。

い
ざ
〳
〵
さ
ら
ば
妄
執
の
。
雲
霧
を
払
ふ
夜
の
。
月
も
半

な
り
。
夜
半
楽
を
か
な
で
ん
。

心
も
共
に
住
吉
の
。
松
の
ひ
ま
よ
り
詠
む
れ
ば
。
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波
も
て
結
へ
る
淡
路
潟
。

沖
も
静
か
に
青
海
の
。

青
海
波
の
波
返
し
。

か
へ
す
や
袖
の
折
を
得
て
。
軒
端
の
梅
に
鶯
の
。

来
鳴
く
や
花
の
越
殿
楽
。

う
た
へ
や
う
た
へ
。

梅
が
枝
。

梅
が
枝
に
こ
そ
。
鶯
は
巣
を
く
へ
。
風
吹
か
ば
如
何
に
せ

「「「「「「「「「「「「
シ
テ地

シ
テ地

シ
テ地

シ
テ地

シ
テ地

シ
テ地

ん
。
花
に
宿
る
鶯
。
（
楽
）

面
白
や
鶯
の
。

面
白
や
鶯
の
。
声
に
誘
引
せ
ら
れ
て
。
花
の
陰
に
来
り
た

り
。
我
も
御
法
に
引
き
誘
は
れ
て
。
〳
〵
。
今
目
前
に
立

ち
舞
ふ
舞
の
袖
。
是
こ
そ
女
の
夫
を
恋
ふ
る
。
想
夫
恋
の

楽
の
鼓
。
現
な
の
我
有
様
や
な
。

思
へ
ば
古
へ
を
。

思
へ
ば
古
へ
を
。
語
る
は
猶
も
執
心
ぞ
と
。
申
せ
ば
月
も
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入
り
。
音
楽
の
音
は
松
風
に
た
ぐ
へ
て
。
有
り
し
姿
は
明

け
ぐ
れ
に
。
面
影
ば
か
り
や
残
る
ら
ん
。
〳
〵
。
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